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下の文学　ボヘミア、モラビア1938－1945年」（Peter Becher, Ingborg Fiala-Fürst: Literatur 
unter dem Hakenkreuz  Böhmen und Mähren 1938-1945, 2004）が刊行されたのはその成果の
一端である。
　このようにチェコ国内にも反響を及ぼした本書であるが、ナチス侵略時代、戦後の共産主義時
代から68年の「プラハの春」にいたるソ連の侵略・占領時代、そして89年のビロード革命まで
「ボヘミアの作家たち」がたどった経過が、個々の作家、作品の内実、足跡のドキュメントを通
しておおよそみえてくるであろう。
５．ボヘミアのドイツ語文学
　「ドイツ人の占領者はこの国のユダヤ文化を破壊した。チェコ人は1945年の解放のあとにこの
国のドイツ文化を破壊した。そのあと共産主義への権力委譲とともにやってきたのは、『ボヘミ
アの終息』であり、この国が、マルクス主義の唯物論を実現しようという夢をいだいたことは、
ヨーロッパに背をむけることであった。ヨーロッパはプラハで死んだ」。（S. 5）つまりボヘミア
が、ドイツ文化、ユダヤ文化、チェコ文化の混淆のなかで成立していわたわけだが、1948年のソ
連主導の共産主義革命によってボヘミアが終焉し、その崩壊過程にあったプラハが終息したとい
うわけである。具体的には本書でも詳述されているように、「ミュンヘン会談」における裏切り、
ズデーテン地域の割譲、ナチスの侵攻という過程はチェコスロヴァキア崩壊の前史であり、戦後
における共産主義への権力移譲、ソ連の傀儡政権によって他国によるチェコスロヴァキアの支配
はつづくことになる。
　ゼルケは、「ボヘミアの村々」を以下のように定義する。「『ボヘミアの村々』 　　これは、
理解できないもの、未知のものという意味であり、ファンタジーにのみ存在しているようなもの
である。チェコスロバキアにおけるユダヤ人の没落は、この国におけるドイツ語の没落を先取り
していた。ユダヤ人はチェコ人の目からはハプスブルク君主国の支持者に数えられ、ボヘミアの
 ボヘミアのドイツ語文学
国ではおもにドイツ語を話していた。今世紀はじめますます愛国的な傾向をつよめたチェコ人と
ズデーテンドイツ人のもとで、ユダヤ人は双方の側からみればユダヤ野郎と呼ばれる存在となり、
そのさいチェコ人はまたしてもユダヤ人とドイツ人の区別をしなかった」。（S. 7）ボヘミアに
おけるユダヤ人のドイツ文化における位置、つまりユダヤ人の運命とは、ボヘミアのドイツ人が
主体となっている限り、その没落の運命をともにするという意味であった。それはチェコ人とズ
デーテンドイツ人の間でたえず追放の対象となる存在であった。むしろ浮遊する漂流する民族と
しての位置にあったことは明らかである。また、ボヘミアを捉えがたい仮構のものとしてみる見
方は、ウルツィディールにつよく反映されているという。「ボヘミアが仮構のものとなり、『ボヘ
ミアの村』　　失われたもの、幻想的なもの同義である　　が広くひろまったときに、仮構のも
のがウルツィディールのボヘミアの詩作とともにふたたび生きた現実となった」。（S. 144）し
かも、この文学の繁栄を築いたのがユダヤ人であったことが、以下の説明で明らかとなる。
「もっぱらドイツ語だけに熟達していたわずかな人びとは、プラハやボヘミアの名前がついたス
ラヴの海にうかぶドイツの島に繋がれていた。しかし、世紀末のころのプラハの民族構成は、
たったひとつのことを明らかにした。栄耀栄華の文学はほとんど消えゆく少数民族によって書か
れたということである」。（S. 31）さらにプラハにおける少数民族の存在と文学の関りはこのよ
うに説明される。「プラハのドイツ語文学、それはおもにユダヤ人の文学であり、歴史の地盤に
もとづく言語的な境界の内側で生きており、その歴史の地盤ではチェコ語、ドイツ語、ヘブライ
語、もっとほかの言語、つまりハプスブルク君主国によるカカーニエンの言語も対等であり、言
語上の境界によって引かれていた区分は許されていなかった」。（S. 31）
　「ボヘミアは死に、プラハは死んだ。そこで生き残った者は亡命するか、亡命を強いられたか
らだ。ユダヤ人の大部分は死んだ　　ドイツ人の罪によって。チェコ人はどうだろうか。本物の
作家が排除され、執筆禁止にされ、迫害されたプラハで、作家たちは死んだユダヤ人を、死んだ
ドイツ人を自国へ連れ帰った」。（S. 66）
　以上のようにゼルケ氏はボヘミアの文学を定義し、個々の作家の作品、書簡、家族のエピソー
ドをボヘミアを背景にして織りなしたのが本書であった。
　（なお、本稿は武蔵大学人文学会誌第38巻第５号に訳載した「ボヘミアの村々　　見捨てられ
た文学風景の逍遥　　」（「ヨーロッパはプラハで死んだ」（二））の解題、解説を全面的に改稿
し、加筆したものであることをお断りしておく。）
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